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新
殿
神
社
「
二
の
会
」
の
行
事

黑　

嵜　

章　

次

杉　

浦　

三
千
雄

　

神
社
の
行
事
は
時
代
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
変
わ
り
は
あ
る
が
昔
か
ら
大
体
同
じ
で
あ
る
。

　

新
殿
神
社
は
南
座
、
北
座
に
別
れ
南
座
は
山
田
の
樋
ノ
口
、
辻
村
、
上
中
、
相
和
の
氏
子
で
、
北
座
は

そ
の
他
の
山
田
、
乾
谷
の
氏
子
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
昔
か
ら
こ
の
地
に
住
ん
で
い
る
家
で
あ
る
。

　

北
座
は
前
座
と
後
座
に
別
れ
て
い
る
。
そ
の
座
の
別
れ
の
説
明
は
別
の
機
会
に
譲
る
。

　

氏
子
の
大
き
な
行
事
は
一
月
八
日
の「
二
の
会
」の
行
事
と
十
月
十
七
日
の「
松
の
戸
」の
行
事
で
あ
る
。

　

神
社
に
は
十
人
衆
が
居
る
。
そ
れ
は
各
座
か
ら
選
出
さ
れ
、
南
座
三
名
、
北
座
七
名
で
構
成
す
る
。
十

人
衆
は
神
社
の
座
の
祭
事
並
び
に
管
理
を
神
官
の
指
示
に
よ
っ
て
行
う
。
な
お
、
そ
の
各
座
か
ら
一
名
の

当
役
が
居
て
そ
の
年
の
神
社
の
祭
典
や
神
社
の
仕
事
を
神
官
の
指
示
に
従
っ
て
手
伝
い
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。　
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「
二
の
会
」
の
行
事
は
一
月
八
日
に
行
う
行
事
で
、
そ
の
準
備
と
し
て
一
月
五
日
に
御
供
餅
を
あ
げ
る
当

家
は
当
役
と
共
に
奈
良
の
川
上
の
川
で
水
浴
び
を
し
て
身
を
清
め
る
。
な
お
、
そ
の
川
の
石
を
持
ち
帰
り

御
供
餅
つ
き
の
日
に
風
呂
に
石
を
藁
に
つ
つ
ん
で
入
れ
、
湯
を
わ
か
す
の
で
あ
る
。
こ
の
石
を
「
清
め
の

石
」
と
い
う
。
今
は
川
上
に
行
か
な
い
で
神
社
の
下
に
あ
る
井
尸
で
水
浴
び
を
行
い
井
戸
の
近
く
の
石
を

持
ち
帰
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

当
家
の
御
供
餅
つ
き
御
幣
き
り
は
各
家
と
も
同
じ
よ
う
に
準
備
し
同
じ
方
法
で
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
て

い
て
、
そ
の
指
導
は
神
官
が
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　

一
月
六
日
は
神
官
（
き
め
ら
れ
た
当
家
）、
十
人
衆

（
南
座
、
前
座
、
後
座
の
各
座
）
が
当
家
へ
八
時
に
行

き
風
呂
に
入
り
祓
い
の
詞
を
奏
上
し
、
各
作
業
場
の
修

祓
を
行
う
。
修
祓
の
後
、
作
業
前
の
御
神
酒
を
い
た
だ

き
行
事
に
入
る
。
こ
の
肴
は
三
種
と
焼
魚
で
あ
る
。

　

仕
事
は
、
床
の
間
、
門
口
の
二
ヵ
所
に
神
祭
り
と
御

幣
き
り
、
注
連
縄
作
り
、
御
供
餅
つ
き
で
あ
る
。

　

今
も
そ
の
作
業
中
は
女
は
家
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
。

祓いの詞奏上

作業前の御神酒
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仕
事
が
終
わ
り
昼
食
前
に
あ
づ
き
餅
を
い
た
だ
き
、

昼
食
は
か
し
わ
の
す
き
焼
、
つ
く
り
、
酢
物
、
茶
椀

蒸
、
吸
物
、
三
種
の
六
点
で
あ
る
。

　

全
部
の
行
事
が
終
わ
る
と
当
家
は
作
業
し
て
い
た
だ

い
た
神
官
、
十
人
衆
に
御
礼
の
挨
拶
を
す
る
。

　

十
人
衆
は
全
部
の
行
事
が
終
わ
る
と
神
社
の
八
畳
の

間
に
集
ま
り
各
当
家
と
も
無
事
に
行
事
の
終
わ
っ
た
こ

と
を
当
役
に
報
告
す
る
。
当
役
は
御
礼
を
申
し
八
日
の

予
定
そ
の
他
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
皆
予
定
を
確
認
し

て
帰
宅
す
る
。

　

八
日
の
御
供
餅
あ
げ
の
日
は
当
役
は
前
日
よ
り
座
の

詰
所
で
寝
起
き
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

当
家
は
午
前
二
時
に
六
日
に
つ
く
っ
た
御
幣
、
御
供
餅
、
そ
の
他
食
事
の
品
を
持
っ
て
座
に
あ
が
る
。

　

神
社
で
は
神
官
、
当
役
、
十
人
衆
、
当
家
の
順
に
風
呂
に
入
り
身
を
清
め
る
。

　

身
を
清
め
た
後
、
霜
消
し
の
御
酒
を
い
た
だ
き
当
役
、
当
家
の
記
帳
を
行
う
。

　

御
供
餅
あ
げ
の
行
事
は
五
時
で
、
御
供
餅
は
五
カ
所
に
あ
げ
る
。
全
部
御
供
餅
が
あ
が
る
と
神
官
の
詞

奏
上
が
あ
る
。

注連縄作り

御供餅つき



86

　

こ
の
行
事
が
終
わ
る
と
御
幣
舞
が
あ
る
。
こ
の
順
番
は
申
し
合
わ
せ
で
定
め
ら
れ
て
あ
り
南
座
、前
座
、

後
座
と
い
っ
た
よ
う
に
年
々
変
わ
る
。
当
役
十
人
衆
の
あ
と
当
家
が
各
社
の
前
で
御
幣
舞
を
行
う
。
御
幣

舞
も
五
カ
所
で
行
う
。
そ
れ
が
す
む
と
御
神
楽
を
あ
げ
ら
れ
撤
饌
に
な
る
。

　

御
幣
舞
の
儀
が
終
わ
る
と
南
座
、
北
座
で
小
豆
お
粥
に
餅
を
入
れ
た
食
事
を
い
た
だ
く
。

　

次
に
御
神
酒
の
儀
が
行
わ
れ
る
。

　

上
の
座
に
神
官
、
当
役
、
そ
の
い
ち
。
下
の
座
に
南
座
、
北
座
、
各
座
の
十
人
衆
が
着
座
す
る
。

御　幣　舞

御　神　楽
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神
前
に
神
酒
を
あ
げ
ら
れ
、
御
神
酒
神
楽
が
上
げ
ら
れ
る
。

御
神
酒
の
儀
は
、

1
・
か
ま
す　

こ
ん
ぶ　
　
　

上
座　

下
座

2
・
三
種　

豆
腐
汁　
　
　
　

上
座　

下
座

3
・
ち
ょ
う
ず　
　
　
　
　
　

上
座　

下
座

こ
の
間
、
神
殿
の
前
の
木
に
上
げ
る
大
注
連
縄
作
り
を
当
家
の
手
伝
い
の
方
で
行
う
。
大
注
連
縄
は
直
径

下座儀式かますこんぶ

下座儀式三種豆腐汁

下座儀式ちょうず
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二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
十
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
の
も
の
で
あ
る
。

　

御
神
酒
の
儀
が
終
わ
る
と
い
よ
い
よ
大
注
連
縄
が
あ
が
る
。
こ
の
大
注
連
縄
の
上
が
っ
た
時
当
役
は
祝

詞
を
あ
げ
る
。

　

そ
の
祝
詞
が
終
わ
る
と
子
供
達
は
舞
台
に
そ
な
え
て
あ
る
「
こ
う
る
い
」
を
も
ら
い
に
と
び
上
が
っ
て

く
る
の
で
あ
る
。

　

お
ま
い
り
し
た
子
供
達
は
お
菓
子
を
も
ら
っ
て
帰
宅
す
る
。そ
の
時
早
十
一
時
を
過
ぎ
ん
と
し
て
い
る
。

大注連縄作り

大注連縄あげ

はり終わった大注縄と中央に刺された御幣



89

　

以
上
の
行
事
が
無
事
終
了
し
た
時
、
上
座
に
お

い
て
無
事
御
供
餅
上
げ
の
儀
が
終
わ
っ
た
御
礼
の

挨
拶
を
当
家
か
ら
神
官
十
人
衆
に
申
し
上
げ
五
日

か
ら
の
「
二
の
会
」
の
行
事
が
終
わ
る
。

　
〈
備
考
〉

　

大
注
連
縄
上
げ
の
当
役
の
祝
詞
と
は
普
通
神
事

で
、
祝
詞
は
神
官
が
奏
上
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

大
注
連
縄
上
げ
の
祝
詞
は
次
の
よ
う
な
意
味
の
た

め
の
祝
詞
で
あ
る
。

　

五
穀
豊
壤
で
あ
る
こ
と
を
願
う
と
共
に
国
家
の
安
泰
と
悪
し
き
風
、
悪
し
き
水
に
あ
う
こ
と
な
く
、
家

内
安
全
子
孫
繁
栄
、
住
民
が
手
に
手
を
と
り
互
い
に
助
け
あ
い
楽
し
い
平
和
な
村
で
在
る
こ
と
を
祈
誓
す

る
た
め
氏
子
崇
敬
者
を
代
表
し
た
誓
文
で
あ
る
。

　
　

　
「
二
の
会
の
買
い
物
」

御
幣
紙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
枚　
　

「こうるい」に群らがる子どもたち

当家のあいさつ
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上
半
紙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
帖

真
綿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

少
々

芋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

少
々

金
引
芋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

少
々

水
引　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
二　

小
六

八
寸
ヘ
ギ　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
枚

八
寸
板
オ
シ
キ　
　
　
　
　
　
　

二
枚

四
寸
ヘ
ギ　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
枚

二
寸
五
分
カ
ワ
ラ
ケ　
　
　
　
　

二
枚

玉
杓
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
本

箸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
八
人
前

神
オ
ハ
チ
二
寸
ヘ
ギ　
　
　
　
　

二
枚

ぞ
う
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
足

金
あ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

洗
物
上
か
ご　
　
　
　
　
　
　
　

一

俵　

橘　

み
か
ん　

だ
い
だ
い　

各
三
個

と
こ
ろ
（
ひ
げ
さ
ん
）　

か
や　

か
ち
ぐ
り　
　

各
十
五
個
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く
し
柿　

こ
ん
ぶ　

白
門
広　
　

各
二

　
　

　
「
一
月
六
日
の
準
備
品
」

カ
マ
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
疋

結
び
こ
ん
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
個

神
酒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
本

白
米　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
升

玄
米　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
升

こ
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
枚

し
の
ぶ
竹　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
本

は
ん
の
木
（
オ
ー
コ
用
）　  　
　

一
本

も
ち
米　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
斗
三
升

藁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
束
（
か
ん
じ
ょ
う
縄
用
）

藁
（
う
ち
わ
ら
）　　
　
　
　

  　

二
束

三
種

豆
腐

カ
マ
ボ
コ　
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小
豆

昼
食
時
の
肴

「
一
月
八
日　

神
社
に
持
参
す
る
品
」

俵　

橘　

み
か
ん　

だ
い
だ
い　
　

各
三
個

と
こ
ろ
（
ひ
げ
さ
ん
）　

か
や　

か
ち
ぐ
り　
　

各
十
五
個

く
し
柿　

こ
ん
ぶ　

白
門
広　
　
　

各
二

白
米　

玄
米　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
一
升

三
種　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
人
前

豆
腐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

少
々

カ
マ
ボ
コ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

少
々

杓
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

金
あ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

洗
物
上
か
ご　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

醤
油　

塩　

漬
物　
　
　
　
　
　
　

少
々

小
餅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十

包
丁　

フ
キ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

各
一

茶
碗　

吸
物
わ
ん　

小
皿　
　
　
　

各
十
人
分
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小
豆
の
煮
た
物　
　
　
　
　
　
　

約
一
合　

カ
マ
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
疋

結
び
こ
ん
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
個

御
幣
に
使
用
し
た
残
米　
　
　
　

約
二
合

箸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
人
前

こ
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
枚

ぞ
う
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
足

小
か
ん
じ
ょ
う　
　
　
　
　
　
　

四
本

　

ま
た
、
次
年
度
の
当
家
に
な
る
方
は
、
見
習
い
と
し
て
行
事
の
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
参
加
し
て
「
二

の
会
」
の
行
事
の
心
が
ま
え
と
準
備
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　


